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一
　
は
じ
め
に

　
古
典
と
言
え
ば
和
歌
が
必
ず
出
て
く
る
が
、
理
解
し
よ
う
と
思
う
と
、
ま
ず
修

辞
技
法
な
ど
で
難
し
く
感
じ
て
抵
抗
を
持
っ
て
し
ま
う
。
小
学
生
で
も
五
色
百
人

一
首
な
ど
に
親
し
み
、
漫
画
や
映
画
で
も
競
技
百
人
一
首
へ
の
関
心
が
高
ま
る
時

代
に
、
通
常
の
授
業
で
抵
抗
感
な
く
、
そ
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
高
校
一
年
か
ら
三
年
ま
で
出
会
う
多
く
の
和
歌
を
取
り
上
げ
、
系
統
を
意
識

し
た
上
で
の
和
歌
の
魅
力
に
迫
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
考
え
て
み
た
い
。

二
　
和
歌
が
含
ま
れ
た
、
代
表
的
な
教
科
書
教
材

　
次
に
あ
げ
る
の
は
、
筆
者
が
授
業
で
取
り
扱
っ
た
和
歌
が
含
ま
れ
た
代
表
的
な

教
材
の
一
覧
で
あ
る
。
万
葉
集
な
ど
和
歌
集
は
今
回
は
除
い
た
。
和
歌
単
体
よ
り

も
、
地
の
文
に
よ
っ
て
背
景
や
状
況
が
入
っ
て
い
る
方
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

学
年
教
科
書
会
社

教
材
名
・
作
品
名

学
習
の
中
心
と
す
べ
き
テ
ー
マ

・
修
辞
技
法

高
一
国
語
総
合

（
筑
摩
書
房
・

大
修
館
等
）

１
『
十
訓
抄
』 「
大
江
山
」

２  

『
竹
取
物
語
』 「
帝
の
求

婚
」 「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」

３
『
伊
勢
物
語
』

 （
１
）「
筒
井
筒
」

 （
２
）「
梓
弓
」

 （
３
）「
東
下
り
」

４
『
土
佐
日
記
』 「
忘
れ
貝
」

切
り
返
し
の
妙
・
掛
詞

××成
就
し
た
恋
、
愛
を
取
り
戻
し

た
歌
、
拒
絶
さ
れ
た
歌

序
詞
、
究
極
の
状
況
で
の
和
歌

最
期
の
和
歌

折
句
・
掛
詞
、
縁
語

　
余
興
か

ら
感
動
さ
せ
る

悲
し
み
を
共
有
す
る
者
同
士
の

唱
和

高
二
古
典
Ｂ

（
第
一
学
習
社
）

５
『
伊
勢
物
語
』 「
初
冠
」

６ 

『
今
物
語
』 「
や
さ
し
蔵

人
」

７
『
源
氏
物
語
』 「
若
紫
」

８
『
大
和
物
語
』 「
苔
の
衣
」

本
歌
取
り

後
朝
の
歌

心
を
共
に
す
る
主
従
関
係
の
や

り
取
り

戯
れ
の
や
り
取
り
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和
歌
の
特
徴
を
考
慮
し
た
系
統
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
試
案

三
　
根
　
直
　
美

　
和
歌
は
古
典
文
学
作
品
の
ほ
と
ん
ど
に
で
て
く
る
が
、
そ
の
学
習
目
標
は
シ
ラ
バ
ス
に
明

確
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
生
徒
に
と
っ
て
和
歌
を
理
解
し
鑑
賞
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
和
歌
は
わ
ず
か
三
十
一
文
字
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
に

含
ま
れ
る
情
報
は
十
分
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
様
々

な
修
辞
技
法
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
検
定

教
科
書
の
和
歌
を
分
析
し
、
一
つ
の
指
導
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

『
伊
勢
物
語
』、『
土
佐
日
記
』、『
今
物
語
』、『
大
和
物
語
』、『
源
氏
物
語
』、『
無
名
抄
』、『
蜻

蛉
日
記
』、『
紫
式
部
日
記
』
に
含
ま
れ
る
和
歌
を
①
和
歌
の
テ
ー
マ
、
②
和
歌
の
読
み
手
と

受
け
取
り
手
の
人
間
関
係
、
③
修
辞
技
法
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（
１
）
和
歌
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
、（
２
）
和
歌
は

様
々
な
形
式
で
詠
ま
れ
て
い
る
、（
３
）
多
様
な
修
辞
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
数
多
く
の

種
類
と
形
式
の
歌
が
教
科
書
で
は
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
生
徒
の
理
解
を
促
す
た
め
に
、
授

業
者
は
和
歌
の
指
導
の
際
に
は
明
確
な
目
標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
授
業
者
は

和
歌
を
系
統
的
に
か
つ
段
階
的
に
提
示
し
て
、
授
業
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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